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    第一章


    
      1神かみと主しゅイエス・キリストとの僕しもべヤコブから、離散りさんしている十二部族ぶぞくの人々ひとびとへ、あいさつをおくる。
    


    
      2わたしの兄弟きょうだいたちよ。あなたがたが、いろいろな試錬しれんに会あった場合ばあい、それをむしろ非常ひじょうに喜よろこばしいことと思おもいなさい。 3あなたがたの知しっているとおり、信仰しんこうがためされることによって、忍耐にんたいが生うみ出だされるからである。 4だから、なんら欠点けってんのない、完全かんぜんな、でき上あがった人ひととなるように、その忍耐力にんたいりょくを十分じゅうぶんに働はたらかせるがよい。
    


    
      5あなたがたのうち、知恵ちえに不足ふそくしている者ものがあれば、その人ひとは、とがめもせずに惜おしみなくすべての人ひとに与あたえる神かみに、願ねがい求もとめるがよい。そうすれば、与あたえられるであろう。 6ただ、疑うたがわないで、信仰しんこうをもって願ねがい求もとめなさい。疑うたがう人ひとは、風かぜの吹ふくままに揺ゆれ動うごく海うみの波なみに似にている。 7そういう人ひとは、主しゅから何なにかをいただけるもののように思おもうべきではない。 8そんな人間にんげんは、二心ふたごころの者ものであって、そのすべての行動こうどうに安定あんていがない。
    


    
      9低ひくい身分みぶんの兄弟きょうだいは、自分じぶんが高たかくされたことを喜よろこびなさい。 10また、富とんでいる者ものは、自分じぶんが低ひくくされたことを喜よろこぶがよい。富とんでいる者ものは、草花くさばなのように過すぎ去さるからである。 11たとえば、太陽たいようが上のぼって熱風ねっぷうをおくると、草くさを枯からす。そしてその花はなは落おち、その美うつくしい姿すがたは消きえうせてしまう。それと同おなじように、富とんでいる者ものも、その一生いっしょうの旅たびなかばで没落ぼつらくするであろう。
    


    
      12試錬しれんを耐たえ忍しのぶ人ひとは、さいわいである。それを忍しのびとおしたなら、神かみを愛あいする者ものたちに約束やくそくされたいのちの冠かんむりを受うけるであろう。 13だれでも誘惑ゆうわくに会あう場合ばあい、「この誘惑ゆうわくは、神かみからきたものだ」と言いってはならない。神かみは悪あくの誘惑ゆうわくに陥おちいるようなかたではなく、また自みずから進すすんで人ひとを誘惑ゆうわくすることもなさらない。 14人ひとが誘惑ゆうわくに陥おちいるのは、それぞれ、欲よくに引ひかれ、さそわれるからである。 15欲よくがはらんで罪つみを生うみ、罪つみが熟じゅくして死しを生うみ出だす。 16愛あいする兄弟きょうだいたちよ。思おもい違ちがいをしてはいけない。
    


    
      17あらゆる良よい贈おくり物もの、あらゆる完全かんぜんな賜物たまものは、上うえから、光ひかりの父ちちから下くだって来くる。父ちちには、変化へんかとか回転かいてんの影かげとかいうものはない。 18父ちちは、わたしたちを、いわば被ひ造物ぞうぶつの初穂はつほとするために、真理しんりの言葉ことばによって御旨みむねのままに、生うみ出だして下くださったのである。
    


    
      19愛あいする兄弟きょうだいたちよ。このことを知しっておきなさい。人ひとはすべて、聞きくに早はやく、語かたるにおそく、怒いかるにおそくあるべきである。 20人ひとの怒いかりは、神かみの義ぎを全まっとうするものではないからである。 21だから、すべての汚けがれや、はなはだしい悪あくを捨すて去さって、心こころに植うえつけられている御言みことばを、すなおに受うけ入いれなさい。御言みことばには、あなたがたのたましいを救すくう力ちからがある。 22そして、御言みことばを行おこなう人ひとになりなさい。おのれを欺あざむいて、ただ聞きくだけの者ものとなってはいけない。 23おおよそ御言みことばを聞きくだけで行おこなわない人ひとは、ちょうど、自分じぶんの生うまれつきの顔かおを鏡かがみに映うつして見みる人ひとのようである。 24彼かれは自分じぶんを映うつして見みてそこから立たち去さると、そのとたんに、自分じぶんの姿すがたがどんなであったかを忘わすれてしまう。 25これに反はんして、完全かんぜんな自由じゆうの律法りっぽうを一心いっしんに見みつめてたゆまない人ひとは、聞きいて忘わすれてしまう人ひとではなくて、実際じっさいに行おこなう人ひとである。こういう人ひとは、その行おこないによって祝福しゅくふくされる。
    


    
      26もし人ひとが信心しんじん深ぶかい者ものだと自任じにんしながら、舌したを制せいすることをせず、自分じぶんの心こころを欺あざむいているならば、その人ひとの信心しんじんはむなしいものである。 27父ちちなる神かみのみまえに清きよく汚けがれのない信心しんじんとは、困こまっている孤児こじや、やもめを見舞みまい、自みずからは世よの汚けがれに染そまずに、身みを清きよく保たもつことにほかならない。
    

  


  


  
    第二章


    
      1わたしの兄弟きょうだいたちよ。わたしたちの栄光えいこうの主しゅイエス・キリストへの信仰しんこうを守まもるのに、分わけ隔へだてをしてはならない。 2たとえば、あなたがたの会堂かいどうに、金きんの指輪ゆびわをはめ、りっぱな着物きものを着きた人ひとがはいって来くると同時どうじに、みすぼらしい着物きものを着きた貧まずしい人ひとがはいってきたとする。 3その際さい、りっぱな着物きものを着きた人ひとに対たいしては、うやうやしく「どうぞ、こちらの良よい席せきにお掛かけ下ください」と言いい、貧まずしい人ひとには、「あなたは、そこに立たっていなさい。それとも、わたしの足あしもとにすわっているがよい」と言いったとしたら、 4あなたがたは、自分じぶんたちの間あいだで差別さべつ立だてをし、よからぬ考かんがえで人ひとをさばく者ものになったわけではないか。 5愛あいする兄弟きょうだいたちよ。よく聞ききなさい。神かみは、この世よの貧まずしい人ひとたちを選えらんで信仰しんこうに富とませ、神かみを愛あいする者ものたちに約束やくそくされた御国みくにの相続者そうぞくしゃとされたではないか。 6しかるに、あなたがたは貧まずしい人ひとをはずかしめたのである。あなたがたをしいたげ、裁判所さいばんしょに引ひきずり込こむのは、富とんでいる者ものたちではないか。 7あなたがたに対たいして唱となえられた尊たっとい御名みなを汚けがすのは、実じつに彼かれらではないか。 8しかし、もしあなたがたが、「自分じぶんを愛あいするように、あなたの隣となり人ひとを愛あいせよ」という聖書せいしょの言葉ことばに従したがって、このきわめて尊たっとい律法りっぽうを守まもるならば、それは良よいことである。 9しかし、もし分わけ隔へだてをするならば、あなたがたは罪つみを犯おかすことになり、律法りっぽうによって違反者いはんしゃとして宣告せんこくされる。 10なぜなら、律法りっぽうをことごとく守まもったとしても、その一つの点てんにでも落おち度どがあれば、全体ぜんたいを犯おかしたことになるからである。 11たとえば、「姦淫かんいんするな」と言いわれたかたは、また「殺ころすな」とも仰おおせになった。そこで、たとい姦淫かんいんはしなくても、人殺ひとごろしをすれば、律法りっぽうの違反者いはんしゃになったことになる。 12だから、自由じゆうの律法りっぽうによってさばかるべき者ものらしく語かたり、かつ行おこないなさい。 13あわれみを行おこなわなかった者ものに対たいしては、仮借かしゃくのないさばきが下くだされる。あわれみは、さばきにうち勝かつ。
    


    
      14わたしの兄弟きょうだいたちよ。ある人ひとが自分じぶんには信仰しんこうがあると称しょうしていても、もし行おこないがなかったら、なんの役やくに立たつか。その信仰しんこうは彼かれを救すくうことができるか。 15ある兄弟きょうだいまたは姉妹しまいが裸はだかでいて、その日ひの食物しょくもつにもこと欠かいている場合ばあい、 16あなたがたのうち、だれかが、「安やすらかに行いきなさい。暖あたたまって、食たべ飽あきなさい」と言いうだけで、そのからだに必要ひつようなものを何なにひとつ与あたえなかったとしたら、なんの役やくに立たつか。 17信仰しんこうも、それと同様どうように、行おこないを伴ともなわなければ、それだけでは死しんだものである。 18しかし、「ある人ひとには信仰しんこうがあり、またほかの人ひとには行おこないがある」と言いう者ものがあろう。それなら、行おこないのないあなたの信仰しんこうなるものを見みせてほしい。そうしたら、わたしの行おこないによって信仰しんこうを見みせてあげよう。 19あなたは、神かみはただひとりであると信しんじているのか。それは結構けっこうである。悪霊あくりょうどもでさえ、信しんじておののいている。 20ああ、愚おろかな人ひとよ。行おこないを伴ともなわない信仰しんこうのむなしいことを知しりたいのか。 21わたしたちの父祖ふそアブラハムは、その子こイサクを祭壇さいだんにささげた時とき、行おこないによって義ぎとされたのではなかったか。 22あなたが知しっているとおり、彼かれにおいては、信仰しんこうが行おこないと共ともに働はたらき、その行おこないによって信仰しんこうが全まっとうされ、 23こうして、「アブラハムは神かみを信しんじた。それによって、彼かれは義ぎと認みとめられた」という聖書せいしょの言葉ことばが成就じょうじゅし、そして、彼かれは「神かみの友とも」と唱となえられたのである。 24これでわかるように、人ひとが義ぎとされるのは、行おこないによるのであって、信仰しんこうだけによるのではない。 25同おなじように、かの遊女ゆうじょラハブでさえも、使者ししゃたちをもてなし、彼かれらを別べつな道みちから送おくり出だした時とき、行おこないによって義ぎとされたではないか。 26霊魂れいこんのないからだが死しんだものであると同様どうように、行おこないのない信仰しんこうも死しんだものなのである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1わたしの兄弟きょうだいたちよ。あなたがたのうち多おおくの者ものは、教師きょうしにならないがよい。わたしたち教師きょうしが、他たの人ひとたちよりも、もっときびしいさばきを受うけることが、よくわかっているからである。 2わたしたちは皆みな、多おおくのあやまちを犯おかすものである。もし、言葉ことばの上うえであやまちのない人ひとがあれば、そういう人ひとは、全身ぜんしんをも制せい御ぎょすることのできる完全かんぜんな人ひとである。 3馬うまを御ぎょするために、その口くちにくつわをはめるなら、その全身ぜんしんを引ひきまわすことができる。 4また船ふねを見みるがよい。船体せんたいが非常ひじょうに大おおきく、また激はげしい風かぜに吹ふきまくられても、ごく小ちいさなかじ一つで、操縦者そうじゅうしゃの思おもいのままに運転うんてんされる。 5それと同おなじく、舌したは小ちいさな器官きかんではあるが、よく大言壮語たいげんそうごする。見みよ、ごく小ちいさな火ひでも、非常ひじょうに大おおきな森もりを燃もやすではないか。 6舌したは火ひである。不義ふぎの世界せかいである。舌したは、わたしたちの器官きかんの一つとしてそなえられたものであるが、全身ぜんしんを汚けがし、生存せいぞんの車輪しゃりんを燃もやし、自みずからは地獄じごくの火ひで焼やかれる。 7あらゆる種類しゅるいの獣けもの、鳥とり、這はうもの、海うみの生物せいぶつは、すべて人類じんるいに制せいせられるし、また制せいせられてきた。 8ところが、舌したを制せいしうる人ひとは、ひとりもいない。それは、制せいしにくい悪あくであって、死しの毒どくに満みちている。 9わたしたちは、この舌したで父ちちなる主しゅをさんびし、また、その同おなじ舌したで、神かみにかたどって造つくられた人間にんげんをのろっている。 10同おなじ口くちから、さんびとのろいとが出でて来くる。わたしの兄弟きょうだいたちよ。このような事ことは、あるべきでない。 11泉いずみが、甘あまい水みずと苦にがい水みずとを、同おなじ穴あなからふき出だすことがあろうか。 12わたしの兄弟きょうだいたちよ。いちじくの木きがオリブの実みを結むすび、ぶどうの木きがいちじくの実みを結むすぶことができようか。塩水しおみずも、甘あまい水みずを出だすことはできない。
    


    
      13あなたがたのうちで、知恵ちえがあり物ものわかりのよい人ひとは、だれであるか。その人ひとは、知恵ちえにかなう柔和にゅうわな行おこないをしていることを、よい生活せいかつによって示しめすがよい。 14しかし、もしあなたがたの心こころの中なかに、苦々にがにがしいねたみや党派心とうはしんをいだいているのなら、誇ほこり高たかぶってはならない。また、真理しんりにそむいて偽いつわってはならない。 15そのような知恵ちえは、上うえから下くだってきたものではなくて、地ちにつくもの、肉にくに属ぞくするもの、悪魔あくま的てきなものである。 16ねたみと党派心とうはしんとのあるところには、混乱こんらんとあらゆる忌いむべき行為こういとがある。 17しかし上うえからの知恵ちえは、第だい一に清きよく、次つぎに平和へいわ、寛容かんよう、温順おんじゅんであり、あわれみと良よい実みとに満みち、かたより見みず、偽いつわりがない。 18義ぎの実みは、平和へいわを造つくり出りだす人ひとたちによって、平和へいわのうちにまかれるものである。
    

  


  


  
    第四章


    
      1あなたがたの中なかの戦たたかいや争あらそいは、いったい、どこから起おこるのか。それはほかではない。あなたがたの肢体したいの中なかで相戦あいたたかう欲情よくじょうからではないか。 2あなたがたは、むさぼるが得えられない。そこで人殺ひとごろしをする。熱望ねつぼうするが手てに入いれることができない。そこで争あらそい戦たたかう。あなたがたは、求もとめないから得えられないのだ。 3求もとめても与あたえられないのは、快楽かいらくのために使つかおうとして、悪わるい求もとめ方ほうをするからだ。 4不貞ふていのやからよ。世よを友ともとするのは、神かみへの敵対てきたいであることを、知しらないか。おおよそ世よの友ともとなろうと思おもう者ものは、自みずからを神かみの敵てきとするのである。 5それとも、「神かみは、わたしたちの内うちに住すまわせた霊れいを、ねたむほどに愛あいしておられる」と聖書せいしょに書かいてあるのは、むなしい言葉ことばだと思おもうのか。 6しかし神かみは、いや増ましに恵めぐみを賜たまう。であるから、「神かみは高たかぶる者ものをしりぞけ、へりくだる者ものに恵めぐみを賜たまう」とある。 7そういうわけだから、神かみに従したがいなさい。そして、悪魔あくまに立たちむかいなさい。そうすれば、彼かれはあなたがたから逃にげ去さるであろう。 8神かみに近ちかづきなさい。そうすれば、神かみはあなたがたに近ちかづいて下くださるであろう。罪人つみびとどもよ、手てをきよめよ。二心ふたごころの者ものどもよ、心こころを清きよくせよ。 9苦くるしめ、悲かなしめ、泣なけ。あなたがたの笑わらいを悲かなしみに、喜よろこびを憂うれいに変かえよ。 10主しゅのみまえにへりくだれ。そうすれば、主しゅは、あなたがたを高たかくして下くださるであろう。
    


    
      11兄弟きょうだいたちよ。互たがいに悪口わるぐちを言いい合あってはならない。兄弟きょうだいの悪口わるぐちを言いったり、自分じぶんの兄弟きょうだいをさばいたりする者ものは、律法りっぽうをそしり、律法りっぽうをさばくやからである。もしあなたが律法りっぽうをさばくなら、律法りっぽうの実行じっこう者ものではなくて、その審判者しんぱんしゃなのである。 12しかし、立法りっぽう者しゃであり審判者しんぱんしゃであるかたは、ただひとりであって、救すくうことも滅ほろぼすこともできるのである。しかるに、隣となり人ひとをさばくあなたは、いったい、何者なにものであるか。
    


    
      13よく聞ききなさい。「きょうか、あす、これこれの町まちへ行いき、そこに一か年ねん滞在たいざいし、商売しょうばいをして一ひともうけしよう」と言いう者ものたちよ。 14あなたがたは、あすのこともわからぬ身みなのだ。あなたがたのいのちは、どんなものであるか。あなたがたは、しばしの間あいだあらわれて、たちまち消きえ行いく霧きりにすぎない。 15むしろ、あなたがたは「主しゅのみこころであれば、わたしは生いきながらえもし、あの事ことこの事こともしよう」と言いうべきである。 16ところが、あなたがたは誇ほこり高たかぶっている。このような高慢こうまんは、すべて悪あくである。 17人ひとが、なすべき善ぜんを知しりながら行おこなわなければ、それは彼かれにとって罪つみである。
    

  


  


  
    第五章


    
      1富とんでいる人ひとたちよ。よく聞ききなさい。あなたがたは、自分じぶんの身みに降ふりかかろうとしているわざわいを思おもって、泣なき叫さけぶがよい。 2あなたがたの富とみは朽くち果はて、着物きものはむしばまれ、 3金銀きんぎんはさびている。そして、そのさびの毒どくは、あなたがたの罪つみを責せめ、あなたがたの肉にくを火ひのように食くいつくすであろう。あなたがたは、終おわりの時ときにいるのに、なお宝たからをたくわえている。 4見みよ、あなたがたが労働者ろうどうしゃたちに畑はたけの刈入かりいれをさせながら、支払しはらわずにいる賃銀ちんぎんが、叫さけんでいる。そして、刈入かりいれをした人ひとたちの叫さけび声ごえが、すでに万軍ばんぐんの主しゅの耳みみに達たっしている。 5あなたがたは、地上ちじょうでおごり暮くらし、快楽かいらくにふけり、「ほふらるる日ひ」のために、おのが心こころを肥こやしている。 6そして、義人ぎじんを罪つみに定さだめ、これを殺ころした。しかも彼かれは、あなたがたに抵抗ていこうしない。
    


    
      7だから、兄弟きょうだいたちよ。主しゅの来臨らいりんの時ときまで耐たえ忍しのびなさい。見みよ、農夫のうふは、地ちの尊たっとい実みのりを、前まえの雨あめと後のちの雨あめとがあるまで、耐たえ忍しのんで待まっている。 8あなたがたも、主しゅの来臨らいりんが近ちかづいているから、耐たえ忍しのびなさい。心こころを強つよくしていなさい。 9兄弟きょうだいたちよ。互たがいに不平ふへいを言いい合あってはならない。さばきを受うけるかも知しれないから。見みよ、さばき主しゅが、すでに戸口とぐちに立たっておられる。 10兄弟きょうだいたちよ。苦くるしみを耐たえ忍しのぶことについては、主しゅの御名みなによって語かたった預言者よげんしゃたちを模範もはんにするがよい。 11忍しのび抜ぬいた人ひとたちはさいわいであると、わたしたちは思おもう。あなたがたは、ヨブの忍耐にんたいのことを聞きいている。また、主しゅが彼かれになさったことの結末けつまつを見みて、主しゅがいかに慈愛じあいとあわれみとに富とんだかたであるかが、わかるはずである。
    


    
      12さて、わたしの兄弟きょうだいたちよ。何なにはともあれ、誓ちかいをしてはならない。天てんをさしても、地ちをさしても、あるいは、そのほかのどんな誓ちかいによっても、いっさい誓ちかってはならない。むしろ、「しかり」を「しかり」とし、「否いな」を「否いな」としなさい。そうしないと、あなたがたは、さばきを受うけることになる。
    


    
      13あなたがたの中なかに、苦くるしんでいる者ものがあるか。その人ひとは、祈いのるがよい。喜よろこんでいる者ものがあるか。その人ひとは、さんびするがよい。 14あなたがたの中なかに、病やんでいる者ものがあるか。その人ひとは、教会きょうかいの長老ちょうろうたちを招まねき、主しゅの御名みなによって、オリブ油ゆを注そそいで祈いのってもらうがよい。 15信仰しんこうによる祈いのりは、病やんでいる人ひとを救すくい、そして、主しゅはその人ひとを立たちあがらせて下くださる。かつ、その人ひとが罪つみを犯おかしていたなら、それもゆるされる。 16だから、互たがいに罪つみを告白こくはくし合あい、また、いやされるようにお互たがいのために祈いのりなさい。義人ぎじんの祈いのりは、大おおいに力ちからがあり、効果こうかのあるものである。 17エリヤは、わたしたちと同おなじ人間にんげんであったが、雨あめが降ふらないようにと祈いのりをささげたところ、三年ねん六か月げつのあいだ、地上ちじょうに雨あめが降ふらなかった。 18それから、ふたたび祈いのったところ、天てんは雨あめを降ふらせ、地ちはその実みをみのらせた。
    


    
      19わたしの兄弟きょうだいたちよ。あなたがたのうち、真理しんりの道みちから踏ふみ迷まよう者ものがあり、だれかが彼かれを引ひきもどすなら、 20かように罪人つみびとを迷まよいの道みちから引ひきもどす人ひとは、そのたましいを死しから救すくい出だし、かつ、多おおくの罪つみをおおうものであることを、知しるべきである。
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